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研究成果の概要（和文）：本研究では，多文化音楽教育を先駆的に行っている米国及びオーストラリアに着目
し，音楽カリキュラムや現地の様々な事例を分析・検討することによって，その学習内容及びアプローチ方法を
明らかにした。
その結果，米国における全米コア音楽標準（2014）では，”多文化”という視点が直接的に明記されることがな
くなった点や，メタ的に音楽を評価し，音楽をその目的や文脈から捉えることを重視している点が明らかになっ
た。また，オーストラリアでの実践分析，及びカリキュラム分析の結果，音楽的な理解を伴った音楽経験を一貫
して思考している点や，人間性のレベルにおいての音楽的能力の育成を目指している点が明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Focusing on the United States and Australia where conduct pioneering 
education on multicultural music education, this research revealed the learning contents and 
approach methods by analyzing and reviewing the music curriculums and various local practices.  
As a result, it became clear that the National Core Arts Standards (2014) in the United States has 
no longer specified the viewpoint of “multicultural” directly but evaluates music metaphysically 
and emphasizes grasping a music from its intention and context.  And, through practice analysis and 
curriculum analysis in Australia, it was found that the curriculums consistently thinks musical 
experiences accompanied by musical understanding and aims to nourish musical ability in the level of
 human nature.
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１．研究開始当初の背景 
 学校教育が抱える課題の 1つとして「国内
外の文化、文明、価値及び生活様式に関する
理解と尊重」が挙げられる。中央教育審議会
による第 8回教育振興基本計画部会（平成 28
年 10月 4日）で示された「第 3期教育振興
基本計画」では、「第 2期教育振興基本計画」
を踏まえたうえで、今日のグローバル化に対
応して「グローバル社会やイノベーションを
牽引する高度人材の育成」が引き続き求めら
れている。その内容として外国語教育の抜本
的強化や、留学支援等の国際化に向けた支援
が挙げられており、「社会を生き抜く力」に
加えて、グローバル社会にあって様々な人々
と協働できる人材、とりわけ国際交渉など、
国際舞台で先導的に活躍できる人材を養成
することが今後の成果目標として示されて
いる。 
 このような課題の解決に向けて、近年わが
国においても多文化教育に関する実践に注
目が集まっており、特に音楽教育においては
米国を中心に多数の多文化学校教育の分
析・実践がわが国へ紹介されている。一般的
に多文化音楽教育は、「音楽の学習を通して、
文化的マイノリティの視点に立ち、社会的公
正という立場から多様な人種、民族、文化集
団の共存・共生を目指す教育」であると言わ
れており、学習者の文化アイデンティティの
育成を目指していることからも、これからの
わが国において重要な教育の視点になり得
ると考える。 
 一方で、理論研究と開発研究には大きな乖
離がみられることに加えて、幼児期からの多
文化音楽学習の方法に関してはこれまでほ
とんど研究が行われていない。この問題には
3つの要因がある。第 1は、音楽を媒介とす
るが故に、音楽の本質を学習する側面と、文
化や他者理解といった側面をどのように融
合するか、その方法や目的が不透明であるこ
と。第 2は、多文化音楽教育が、その国や地
域固有の文化的・社会的背景に即して実践さ
れているため、わが国への直接的な導入が困
難であること。第 3は、前述した 2つの理由
から、開発研究に際し教育内容を固定化する
ことが困難なことである。そのため授業やカ
リキュラムの開発を行う際、以下の先行研究
のように日本固有の文化的・社会的背景に即
さない、諸外国の実践を模倣した学習に留ま
ってしまうのである。 
 以上より、諸外国における多文化音楽教育
をわが国の教育実践へ還元するための研究
を行うには、まず、幼児期から多文化音楽教
育が行われている国・地域等の文化的・社会
的背景と教育カリキュラムを複合的に分析
すること、またそれらを踏まえて、実際の保
育内容・学習内容及びアプローチ方法を明ら
かにする必要がある。 
 
２．研究の目的 
 これまで、主に 2つの側面から米国におけ

る多文化音楽教育の研究を行ってきた。第 1
は音楽科教育で行われている文化認識に関
する理論的枠組みの分析研究、第 2は理論と
実践の間にある乖離の歴史的変容に関する
研究である。その結果、第 1に多文化音楽教
育が有する学問的・教育的・社会的背景、第
2 に音楽教育における多文化音楽教育の位置
付けが明らかとなった。 
 本研究では、従来の研究を発展させ、以下
の 2点を明らかにすることを目的とする。 
（1）幼児期からの多文化音楽教育を理論的
に成立させている米国のスタンダード及び
音楽カリキュラムの分析を行い、その特徴及
び諸相を明らかにする。 
（2）幼小連携の視点から音楽教育を行って
いるフィンランドや、多文化国家であるオー
ストラリアの実践を幼少連携の視点から分
析・検討することによって、体系的な多文化
音楽教育カリキュラム及びその学習アプロ
ーチの構造を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、諸外国の幼児期からの体系的な
多文化音楽学習のアプローチ方法及びカリ
キュラム構造を明らかにするものである。そ
のための方法として、理論的側面だけではな
く、実践的側面の両側面から、以下の方法で
研究を進める。 
（1）先駆的に多文化音楽教育を行っている
米国の音楽教育スタンダードや、授業計画案
等の分析・検討を行い、理念的枠組みの特徴
を明らかにする。 
（2）多文化共生を目的として保育実践を行
っているオーストラリアの Bulimba State 
School を訪問・見学し、実践調査を行う。目
的は、保育・教育環境及び教育内容の調査、
カリキュラムの調査・分析であり、幼小連携
の多文化音楽学習アプローチを考案する示
唆を得ることである。 
 
４．研究成果 
 本研究では、多文化音楽教育を先駆的に進
めてきた米国を対象として、最新の音楽教育
スタンダードの分析・検討、また多文化共生
を目的として保育実践を行っているオース
トラリアの Bulimba State School での実践
及び音楽カリキュラムの調査・分析を進めて
きた。その結果、以下の点が明らかとなった。 
 
（1）米国における「全米コア芸術標準
（2014）」にみる音楽教育カリキュラム 
①「全米コア芸術標準（2014）」の構成の特
徴 
 全米芸術教育標準の策定から約 20 年が経
過するなかで、批判的思考や問題解決、コミ
ュニケーション、協同、創造性、情報リテラ
シー、社会性、異文化理解能力等の 21 世紀
型スキルに対応する標準の策定が進められ
てきた。その新たな標準として 2014 年 6 月
に改訂されたのが「全米コア芸術標準



（National Core Arts Standards）」である。 
全米芸術教育標準が技能や知識を中心に構
成されていたのに対して、全米コア音楽標準
では、継続的な理解力と自立した音楽活動を
重視した幅広い音楽リテラシーの獲得を中
心として構成されていることが特徴として
挙げられる。また、行動や活動を重視するこ
れまでのスタンダードから、思考や認知のプ
ロセスに着目し、音楽をその目的や文脈から
捉えることを重視するものに変更された。そ
のため、パフォーマンス標準や評価手順にお
ける学習内容では、表現の質という記述は出
てくるものの、実際に聴取力や識別力等のス
キルのコンテンツが含まれることが少なく
なっていた。 
 さらに、全米芸術教育標準の場合は、他の
芸術との関連を図る「内容標準 8」や、歴史
や文化等との関連を図る「内容標準 9」が設
定されており、多文化的な視点が明記されて
いたが、全米コア音楽標準の場合は、「関連
性」という芸術プロセスのカテゴリーが新設
され、その他の芸術プロセスや、他の芸術領
域や日常生活とどのように関連しているの
かを追求する項目として位置づけが変化し
た。この変更によって、多文化的な視点が直
接的に明記されることはなくなり、活動標準
の個々の内容に文化や歴史に関する内容が
適宜記載されることとなった。 
 以上のような構成の変更によって、前標準
である全米芸術教育標準に設定されていた
ようなレパートリーや楽器、ジャンルや様式
を観点に音楽を理解するという発想も弱ま
っている。一方で、思考や判断のプロセスに
着目している点や、音楽の置かれた文脈に照
らした適切性を判断するプロセスが取り入
れられていることは、メタ的に音楽を評価し
ようとする全米コア音楽標準の新しい特徴
と言える。 
 
②「全米コア芸術標準（2014）」に基づく音
楽学習の特徴 
 全米コア芸術標準は、冊子媒体であった旧
標準とは異なり、ウェブサイト上に様々な情
報が公開されている。そのなかに、Music 
Model Cornerstone Assessments（Grade2 及
び Grade5）のページが設けられており、4つ
の芸術プロセスのうち活動のまとまりであ
る「創造」、「演奏」、「反応」における評価手
順とその方法が示されている。したがって本
研究では、全米コア音楽標準の内容、及び
Music Model Cornerstone Assessments の分
析を通して、全米コア音楽標準の構成から明
らかになった判断力や批評力の活用といっ
た観点が、如何なる方法で音楽学習の内容に
反映されているのかを明らかにし、全米コア
音楽標準においてどのような音楽的能力を
育成しようとしているのかを検討した。その
結果、次の 3点が特徴として挙げられる。 
 1 点目は、フィードバックを利用した学習
方法である。評価手順では、頻繁に他者から

のフィードバックを利用しており、その他の
芸術プロセスにおいても、ペアでの活動を多
用するなど協働的活動が多く含まれている。
このような活動によって、自分自身の活動を
メタ的に評価することにも繋がっており、音
楽の内容や解釈だけではなく、目的や関心か
ら音楽をメタ的に評価する活動へと発展し
ている。 
 2 点目は、客観的な評価が可能な学習の展
開である。これは、学習者、教師の両側面で
指摘することができる。例えば「創造」での
活動の場合、学習のなかで表現に至るまでの
過程をワークシートに記録することで、学習
者が自分自身、また他者同士で客観的に表現
を振り返ることが可能になっている。また、
教師が使用する採点表の例では評価項目が
明示され、学習者の表現を一定の基準のもと
で評価する仕組みが提示されている。記録方
法は多岐に渡るが、多くの活動のなかで後に
フィードバックや評価に使用できるよう録
画や録音によって学習の記録を残すよう提
案されている。 
 3 点目は、思考や判断のプロセスに着目し
た学習手順である。学習資料として掲載され
ているワークシートの例では、その多くが記
述式となっており、即興や作曲を行うにあた
り、なぜそう思うのか、もしくは思わないか、
またどのように計画したのか、またなぜその
ようにしたのか等、非常に具体的に質問項目
が設定されている。また選択項目であっても、
例えば音楽の諸要素が細かく項目として設
定されているなど、詳細に学習の道筋を記録
するような工夫が施されている。つまり、教
師が評価を客観的に行うことができるだけ
でなく、学習者自身が、表現を行うまでの思
考や判断の道筋を振り返ることも可能とな
っているのである。 
 
（2）オーストラリアの Bulimba State School
における音楽カリキュラムの特徴 
 QLD 州の州都ブリスベン郊外にある
Bulimba State School は、1866 年に開校さ
れた歴史ある学校である。同校の特徴として、
環境教育や 2001 年に開始された Stephanie 
Alexander Kitchen Garden Program を導入し
ており、デモンストレーションスクールとし
て様々な実践を行なっていることが挙げら
れる。また、語学、体育、音楽教育に関して
は専門的知識を有した教員が授業を担当し
ており、より専門性の高い授業が行なわれて
いる。 
①Bulimba State School の音楽教育カリキュ
ラムの特徴 
 Bulimba State School の音楽教育カリキュ
ラムの特徴として、次の 3点を指摘すること
ができる。 
 第 1に、基本的には音楽リテラシーを中心
としたカリキュラム構成になっていること
である。“感じる”や“味わう”といった抽
象的な表現ではなく、音楽を構成している諸



要素を軸に音楽を理解しようとする方向性
を有している。つまり、音楽の基礎・基本を
ベースにした音楽学習が想定されているの
である。一方で、本カリキュラムでは和声や
音階等、難易度が高い学習内容も設定されて
おり、西洋のクラシック音楽に関する能力と
同じ能力を音楽科教育に求めているとも言
える。 
 第 2に、音楽的な理解を伴った音楽経験を
一貫して志向していることである。本カリキ
ュラムでは、学習したことを作曲や実際の演
奏を通して生かすことが求められていた。つ
まり、単に知識として音楽を学習するのでは
なく、最終的に自分自身で表現として表出す
ることが音楽をするうえで重要だと考えら
れているのである。 
 第 3に、人間性のレベルにおいての音楽的
能力の育成を行なっていることである。例え
ば、音楽の価値判断の側面に関しては、演奏
表現に関する価値判断力や、演奏解釈に対す
る価値判断力、作品に対する価値判断力等、
様々な場面で音楽を色々な視点から判断す
ることが求められている。また、態度的な能
力として、自己発見や自己表現、音楽的意識
の有無等、音楽を通して人間性の育成をも期
待していることが分かる。一般的に音楽科教
育というのは、専門家を育てるための教科で
はない。したがって、本カリキュラムにおい
ても、あくまでも人間形成の一部として鑑賞
や音楽表現が能力化されていることが指摘
できる。 
 
②幼小連携の視点からみる Bulimba State 
School の音楽教育実践の特徴 
 今回の視察では、小学校の準備段階にあた
る Prep クラス、及び Year1 の音楽活動を見学
することができた。活動内容は歌唱、器楽が
主となっており、1クラス 30 分、20〜25 名で
音楽活動を行っている。Prep 及び Year1 の授
業実践の特徴として、第 1に、音環境に十分
な配慮がなされていること、第 2に、感覚教
育に重点が置かれていること、 第 3に、音楽
の基礎・基本が活動のベースになっている
こと、の3点を指摘することができる。また、
多文化的な視点として、授業のなかでオース
トラリア先住民の楽器を導入したり、様々な
国の音楽を学習する等、子どもたちが楽しく
様々な文化に触れることができるような工
夫がなされていた。 
 このような実践の基となる、Prep 及び
Year1 の音楽カリキュラムの特徴としては、
次の 3点が挙げられる。 
 第 1に、無意識的な音楽の学びから意識的
な音楽の学び及び表現へと発展しているこ
とである。Prep の段階では経験や体験を中心
にカリキュラムが組まれており、無意識的に
様々な音楽的活動を行うなかで、例えば音色
の違いや音の高低等を識別していた。それが
Year1 以降になると、様々な音楽的知識や諸
要素と関連付けて学習を進めることによっ

て、これまでの学びが知識として獲得される
のである。 
 第 2に、音楽表現を通して自己肯定感や他
者受容感を育成しようとしていることであ
る。これは、Prep の段階から行われている。
例えば、大好きな音楽を理由とともに述べる
ことが活動の 1 つとして提案されているが、
これは他者の考えを受け入れること、さらに
は他者の音楽を受け入れることへと繋がっ
ていく。多文化社会であるオーストラリアで
は、こうした様々な教科での学びが他者受容
感や自分とは異なる文化を受容する素地を
つくっていくのであろう。 
 第 3に、音楽的な理解に基づいた音楽経験
を重視していることである。本カリキュラム
では、Prep の段階から音楽の諸要素に着目し
た活動が提案されているが、本研究を行うに
あたり視察を行った際、Prep での学びが
Year1 の授業のなかで多様な形で発展してい
る様子を見て取ることができた。Prep で単に
遊びに終始するのではなく、例えば音楽ゲー
ムをしながらも、このような音楽的能力を育
成したいという教師側の明確な意図が垣間
みえた。このような学習によって、Year1 以
降の学習へ円滑に接続することができるの
であろう。一方で、音楽活動を通して子ども
に獲得させたい音楽的能力がカリキュラム
には具体的に記載されていない。したがって、
このカリキュラムをベースに教員が内容や
ねらいを考える必要があり、教科書も特に指
定はなく教材は教師側が選択をするため、音
楽活動の質は教師の力量に関わってくると
いう側面もある。 
 以上より、Bulimba State School の音楽カ
リキュラムが、活動内容や教育の方法だけを
重視したカリキュラムではなく、子どもたち
の到達すべき目標の視点で作成されている
こと、また情緒的・印象的な表現で表されて
いた子どもの状況をより客観的な視点で示
しているという点は、我が国の幼小連携の音
楽活動を考える際の示唆となり得るであろ
う。 
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